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平
成
２８
年
の
年
頭
に
当
た
り
、

謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
間
も
な
く

５
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
お
り

ま
す
が
、
い
ま
だ
に
不
自
由
な
生

活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
多
く

の
被
災
者
の
皆
様
に
対
し
、
心
か

ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
復
旧
・
復
興
事
業
が
本
格
化

す
る
中
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
心

強
い
お
力
添
え
を
頂
き
誠
に
感
謝

い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
は
、
５
月
の
仙
石
線
の
全

線
復
旧
・
仙
石
東
北
ラ
イ
ン
の
開

通
を
は
じ
め
、
９
月
の
水
産
物
卸

売
市
場
石
巻
売
場
（
石
巻
魚
市
場
）

の
全
棟
供
用
開
始
、
１１
月
の
新
蛇

田
・
新
渡
波
等
６
地
区
の
「
ま
ち

び
ら
き
」
開
催
等
、
復
旧
・
復
興

の
節
目
と
な
る
よ
う
な
出
来
事
が

数
多
く
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、

復
興
公
営
住
宅
の
入
居
や
、
蛇
田
、

渡
波
地
区
の
土
地
区
画
整
理
事
業

に
お
け
る
宅
地
供
給
、
離
半
島
部

に
お
け
る
防
災
集
団
移
転
事
業
で

の
宅
地
の
引
き
渡
し
が
本
格
化
す

る
等
、「
住
ま
い
の
再
建
」
が
大
き

く
前
進
い
た
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
本
市
産
業
の
活
性
化

石巻市長　亀山 紘

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

を
図
り
な
が
ら
、
人
口
減
少
を
阻

止
・
克
服
し
、
安
全
・
安
心
な
暮

ら
し
を
実
現
す
る
た
め
、「
石
巻
市

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」
を
昨
年
１２
月
に
策
定
し
ま

し
た
。
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興

事
業
を
早
急
か
つ
着
実
に
進
め
る

と
と
も
に
、
少
子
高
齢
化
や
人
口

減
少
等
の
課
題
の
解
決
に
向
け
て

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、

復
興
公
営
住
宅
へ
の
入
居
や
防
災

集
団
移
転
事
業
で
の
宅
地
引
き
渡

し
が
進
む
予
定
で
あ
り
、
ま
た
、

市
立
病
院
の
開
院
と
夜
間
急
患
セ

ン
タ
ー
の
開
設
も
予
定
さ
れ
て
お

り
、
生
活
基
盤
の
復
旧
・
復
興
と

と
も
に
、
医
療
体
制
に
つ
い
て
も

整
備
が
進
む
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

本
年
は
新
た
に
「
復
興
・
創
生

期
間
」
が
ス
タ
ー
ト
す
る
節
目
の

年
と
な
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま

を
は
じ
め
と
す
る
、
全
国
そ
し
て

世
界
中
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
協
力
・

ご
支
援
に
よ
り
、
復
旧
・
復
興
は

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
と
展
開
し
て

い
ま
す
。今
後
も
強
い
決
意
を
も
っ

て
復
旧・復
興
を
成
し
遂
げ
、ま
ち・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
に
向
け
て
取

り
組
む
所
存
で
す
。

　

新
た
な
年
を
迎
え
、
ふ
る
さ
と

石
巻
の
再
生
・
発
展
に
向
け
て
全

力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
ご
多

幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。　

　年男・年女の皆さんに今
年の抱負や将来の夢を伺い
ました。

干支の特徴
　頭の回転が早く、人を笑
わせるのが好きなため、い
つも周囲には多くの仲間が
集まります。常に新しいも
のを求めて挑戦する心と行
動力を備えています。今年
もチャレンジ精神でまい進
することでしょう。　

サルに関する
ことわざ

　
取
り
合
わ
せ
の
よ
い
も
の
の
た
と
え
。昔
は
猿
を
馬

小
屋
の
守
護
と
す
る
信
仰
が
あ
り
、農
家
で
は「
申
」と

書
か
れ
た
紙
を
馬
小
屋
に
貼
っ
て
い
た
。ま
た
、正
月

や
祭
り
で
は
猿
が
馬
を
ひ
く
と
こ
ろ
の
描
か
れ
た
絵

馬
や
神
札
が
用
い
ら
れ
た
。　

「
猿
に
絵え

ま馬
」

今年は

子
育
て
も
仕
事
も
充
実
を

　美容関係の仕事に就いて
１５年が経ちました。その間に
３人の子どもにも恵まれて忙し
く日々を過ごしています。昨年
は本当にあっという間に過ぎ
た１年でした。今年はもっと家
族と過ごす時間を増やして、旅
行等に行きたいと思っていま
す。
　それに加えて仕事にも一段
と力を入れていきたいです。子
どもがいても、定年を迎えて
も、輝く女性たちが地域に増え
ように応援していくことが今年
の目標です。

石巻地区・昭和５５年生まれ
本
ほ ん ま

間　聖
せ い こ

子さん

　おしかのれん街で寿司店を
営んでいます。まだまだ復興途
上の牡鹿地区は人口減少等も
あって先の見えない状況です
が、家族や地域で団結して乗り
切りたいです。
　住宅が徐々に建ち始める今
年は、ようやくスタートライン
についたと感じます。一歩ずつ
着実に復興へ向かい、観光の
まちである鮎川を復活させて
いきたいです。また、趣味のグ
ラウンドゴルフも続けて、地域
の皆さんと交流しながら楽し
みたいです。

牡鹿地区・昭和１９年生まれ
古
ふるうち

内　勝
か つ じ

治さん

復
興
へ
向
か
っ
て
一
歩
ず
つ

　服飾関係の仕事に就いて今
年で３年目を迎えます。これま
ではさまざまなことを覚えてい
くのに集中してきましたが、今
年はさらに知識や経験を重ね
てチームワークを大切に業務
にあたっていきます。
　家族や友人たちとはなかな
か休日が合わないのですが、日
帰り旅行でドライブに出かけ
る等、身近な人たちとの時間も
大事にしていきたいです。健康
食に興味があり、趣味の部分
でも幅広くスキルを磨いていこ
うと思います。

河北地区・平成４年生まれ
渡
わたなべ

邊　恵
え り

理さん

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て

　昨年の一番の思い出は花
山合宿で友達と一緒にカレー
作りや沢遊びをしたことです。
学校では好きな理科や図工、
体育の授業を頑張りました。
　１年生から所属しているミ
ニバスケットボールチームの
河南ディアーズで練習も一生
懸命やりました。今年は、もっ
とバスケットを練習したいで
す。シュートをたくさん決めて、
全国大会に出場したいです。
今年は６年生になるので低学
年の面倒を積極的に見ていき
たいと思います。

河南地区・平成１６年生まれ
近
こんどう

藤　蒼
そら

さん

全
国
大
会
へ
の
出
場
が
目
標

復
興
と
安
寧
の
一
年
に
期
待

　昨年の思い出は所属するミ
ニバスケットボールチームが下
級生交流大会で３位に入賞し
たことです。頑張って練習した
ことで、優秀選手賞をもらうこ
ともできました。学校の授業で
は、図工の時間に校庭の桜の
絵を上手に描けました。
　今年はバスケットでシュート
を確実に決められるように練
習したいと思います。また、鼓
笛隊では希望していたトラン
ペットを演奏することになり、
川開き祭りに向けてしっかり
練習したいです。

石巻地区・平成16年生まれ
今
こ ん の

野　秋
さ く ら

桜さん

川
開
き
で
の
演
奏
楽
し
み

　郵便局員として市内で仕事
をしています。震災から徐々に
復興していく地元の姿を見な
がら、私自身も一助になれれば
と励んできました。今年もその
心を忘れずに、まい進していき
たいです。
　家族との時間も人生にとっ
て大事なもの。母、妻、小学６年
生の息子、３年生の娘と暮らし
ており、一緒にいる時間を多く
作り、絆を深めることを心がけ
たいです。趣味の日曜大工やド
ライブも楽しみながら1年を過
ごせれば幸いです。

桃生地区・昭和43年生まれ
鈴
す ず き

木　康
やすふみ

文さん

　昨年は健康にも恵まれ、更
には一昨年誕生したひ孫も１
歳を迎え喜びと活気に満ちた
１年でした。
　趣味で始めた竹細工は、波
板地域交流センターで展示、
販売され、日常では妻と共に
畑仕事や海・山の幸を収穫した
りと、雄勝の四季折々を感じな
がら日々楽しく張り合いのある
生活を送ることができました。
　ますますかわいくなるひ孫
の成長を楽しみに、今年も健
康で昨年同様充実した日々を
送られたらと願っています。

雄勝地区・昭和7年生まれ
鈴
す ず き

木　邦
く に お

夫さん

ひ
孫
の
健
や
か
な
成
長
願
う

地
域
と
家
族
の
絆
を
大
切
に

　地元の小室地区で定置網
の網おこしやワカメの袋詰め
等、海に関わる仕事に30年以
上携わってきました。自宅が震
災で被災したため高台移転と
なり、住む場所は変わりました
が、家族や地域の人たちと一緒
に以前と変わらず楽しく過ごし
ています。
　今年は仕事を続けながら、
獅子舞等の地域のイベントで
親睦を深めていくとともに、孫
が野球のスポーツ少年団に所
属しているので、試合の観戦も
楽しみにしています。

北上地区・昭和３１年生まれ
佐
さ と う

藤　由
ゆ み こ

美子さん
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